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序

 尾花沢市は、 新潟県の高田、 岐阜県の 高山とともに日本三 多雪 地の一つに数えら

 れ、 本県の母なる川最上川に注 ぐ丹生川、 脂気川、 野尻川 の流域に開けた集落であり

 ます。

 この多雪の地に人々 がいつ頃から住みついたかは詳らか ではありませんが、 当地に

 は 多数の遺跡があり 「山形県遺跡地図」 には 100ヵ所ほ どの遺跡が登録されています。

 今後、 もっと確認されるのではないかと思われます。

 市内の遺跡については、 今ま で数 多く の人々 によって発掘調査が行なわれま したが、

 まだ、 埋蔵文化財に対す る地域の人々の関心が低く、 土地改良等で破壊され、 失われ

 てしまった遺跡も大部見受けられます。 埋蔵文化財は一度破壊 してしまえば、 二度と

 元に戻らない大切なものでありますが、 また、 土中に埋もれた遺跡は、 発掘調査によ

 って生き返ってまいります。 永い歴史に埋もれた先人の文化 を知り、 これからの文化

 の創造に 役立てることはもちろん、 これを大切に保存し後世に伝えることは、 私達に

 課せ られた大き な責務であ ると思います。

 本報告書は、 今回、 毒沢地区の団体圃場整備事業が、 毒沢遺跡にかかることとなり、

 尾花沢市教育委員会が山形県教育庁文化課の指導のもとに、 昭和55年に遺跡を発掘調

 査し、 その結果をまとめたものであります。 この報告書が地域住民の埋蔵文化財理解

 の一助になりますれば幸とする もの であります。

 終りに、 本調査にあたり山形県教育庁文化課をは じめ、 早春から しかも梅雨期にか

 けての発掘調査に、 いろいろ御 協力下さいました各関係者の皆様に 心から深く 感謝申

 し上 げま す。

 昭和56年 3月

尾花沢市教育委員会

教育長 奥山誉男



  例言

  1.本報告 書は団体営圃場 整備事業に係わる毒沢遺跡緊急発掘調査の報告書である。 発掘

  調査は、 遺跡内に密生する杉林の伐採・運搬のために、 昭和55年5月12日から同年5月

  21 日ま でと、 昭和5 5年 6月16 日から 同年 7月 17日ま での 2期間に調整して実施 した。

  2.調査体制は次め通り であ る。

  調査主体 尾花沢市教育委員会

  調査担当 毒沢遺跡発掘調査委員会

  調査主任 大類 誠(尾花沢市教育委員会 社会教育課)

  調査指導 山形県教育庁文化課

  調査協力 尾花沢市農林課 尾花沢市文化財保護委員会

  事務 局 尾花沢市教育委員会 社会教育課

  3.挿図縮尺は、 遺構については40分の1とし、 第8図遺構・遺物の分布図は 120分の1

  とした。 遺物については土器拓影図及び石器実測図は2分の1とし、 但し第6図石器実

  測図は 3分の1とした。 挿図の記号は、 SP=ピット・SK二土墳・SX=性格不明の

  遺構・RP ・= 土器・ RT 二石器・RF=剥片及 び砕片と した。

  4.本報告書の執筆・挿図及び図版の作成は大類誠が行ない、 菅野与一 が補佐した。 本書

  の編集は奥山龍 璋・ 菅野与一・大類 誠が担当 した。

  5.発掘調査及び本報告書作成にあたって、 次の方々から御便宜・御教示を賜わった。 こ

  こに記 して 感謝申し上げます。

  星川 茂平治・佐藤正俊・名和達朗・保角 里志・大場明・鈴木美登・阿部豊・国分 芳房

  荻野タカネ・荻野善次郎・阿部明彦 (順不同・敬称略)
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 1調査の経緯

 1 調査に至る経過

 尾花沢市には数多く の遺跡が存在し、 「山形県遺跡地図」 (昭和53年・山形県教育委員

 会) によれば、 100ヶ所程の遺跡が発録されている。 これは現在ま でに確認された遺跡で、

 まだま だ確認されていない遺跡が多く ある。 登録された遺跡の時代は、 先史時代から歴 史

 時代にま で及び、 その中で縄文時代の遺跡が最も多く みられる。

 毒沢遺跡は、 尾花沢市大字毒沢字植松1401-1他に 所在 し、 現在遺跡は樹令30年は どの

 杉林 で大半が覆われ、 一部が畑地に利用されている。

 毒沢地区では、 毒沢遺跡の1ヶ所が知られているのにす ぎなかったが、 その後の分布調

 査で、 新たに4ヶ所 で遺跡が発見された。

 昭和53年度から3ヶ年計画 で進められた毒 沢地区の 団体営圃場整備業は、 昭和55年度に

 は、 当遺跡にも及び破壊されることになった。 このため事前に、 昭和54年10月に山形県教

 育庁文化課が主体とな 『)、 試掘調査が実施された。 その結果、 遺跡から縄文時代の土器や

 石器が得られた。 尾花沢市教育委員会は、 これらの成果を基にして、 尾花沢市農林課等の

 諸関係機関と協議・調整を行ない、 山形県教育庁文化課の指導のもとに、 昭和55年5月12

 日か ら同年 5月21 日ま でと、 昭和55年 6月 16日から同年7月 17日ま での 2期間にわたって

 記録保存による緊急発掘を実施したもの である。





 2 調査の方法

 遺跡の範囲は南北に約130m、東西に約140mに及 び大部が杉林で覆われ、一 部が畑地に使

 用されている。 遺跡の現状から、 一本松遺跡に向かって続く農道を挾んで、 左側の杉林を

 A地区、 右側の畑地をB地区とした。 A地区に密生する杉林の伐採・運搬が遅れたために、

 まず、 B地区の畑地から調査を開始す る。 A地区は業者の伐採・運搬の進み具合に応 じて、

 調査にはいることとなる。

 グリ ット設定にあたって、 遺跡全体の地形を考慮したう え、 B地区から10× 10mの大グ

 リットを設定する。 後にA地区全体にも10×10m の大 グリ ットで覆った。 東西方向にX軸

 南北方向にY軸とした。 更に 10× 10mの大 グリ ットを2×2mの小 グリ ットに分割 し、 調

 査及び、 遺構・遺物の記録はこの小 グリ ット単位で行なう。 グリ ットの名称は小 グリット

 単位で行ない、 西北隅 で交るX軸とY軸の数字番号をもって表わした。

 A地区の場合、 精査区と して3ヶ所に 分けたが、 それぞれについて便宜的にAI～A皿

 区とする。 遺構の平面図は20分の 1、 土層断面図は10分の1 で記録する (第3 図)。

 3 調査の経過

 調査は、 不順な天候に見舞われ、 また遺

 跡の大半が杉林 で覆われて いるため困難を

 極めた。 調査が停滞することがたびたびで

 あったが、 無事現地での調査が終了 した。

 以下、 調査経過を略述していく。

 5月9日(曇) 器材運搬。

 5月12日 (快晴) 地鎮祭。 調査日程の説明

 B地区に グリ ット設定。

 5月13日 (小雨) グリット及びトレンチ設

 定。 粗掘り開始。

 5月14日 (快晴) 粗掘り及び面精査。 3一

 54G東壁セクショ ン図作成。

 5月15日 (雨) 面精査。 遺構・遺物検出で

 きず。 雨の中周辺遺跡の分布調査。



 5月16日 (曇) 面精査。 9-55G掘り下げ

 る。 石鏃が出土する。

 5月19日 (晴) 面精査の結果、 風倒木や、

 現代の落ち込み確認。 54-3G掘 セ) 下げ。

 5月20日 (曇) A地区外郭にグリット設定

 する。 午後からB地区の平板測量。

 5月21日 (曇) B地区の平板測量。 54-1

 G・3-54G東壁土層断面図作成。 本日で

 調査 を一旦打ち切 る。

 6月16日 (晴) 調査再開。 伐採・運搬が終

 了したところがら、 木端の整理作業。

 6月18日 (雨) A地区の木端整理作業。 市

 内小学校校長の方々 来訪。

 6月19日 (晴) A地区の木端整理作業。

 6月20日 (晴) A地区の木端整理作業。

 6月21日 (曇) 木端整理作業終了。 グリッ

 ト設定。

 6月23日 (晴) 雑木林伐採終了。 南北4×

 52m ・東西4×36mのトレ ンチ設定。

 6月24日 (晴) 重機 (ユンボ) で、 トレン

 チ内の抜根及び表土を剥 ぐ。 単発的に遺物

 が出 土。

 6月25日 (晴) トレンチの粗掘り。 残った

 杉林内の坪掘 セ)。

 6月26日 (雨) トレンチの粗掘り及び面精

 査。 拡張区12～15- 20～27G・ 6～15-33

 ～43 G・14～21-46～53Gを各々 設定する。

 午後か ら豪雨に 見舞われ室内作業となる。

 6月27日 (雨) 重機で拡張区内の抜根及び

 表土を剥 ぐ。 トレンチの面精査。 杉林内の

 坪掘 り。

 6月28日 (曇) 重機で拡張区内の抜根及び



 表土を剥 ぐ。 土器2片出土。

 6月30日 (晴) A-1・II区の粗掘り及び

 面精査。 土器・石器が出土。

 7月1日 (晴) A-1・II区の面精査。 A

 一1区には遺構・遺物全く 認められず。

 7月2日 (曇) A-II区面精査。 SK1～

 6のプラン確認。 土墳の構築面第 lV層下部

 から第 V層 上部にかけて と考え られる。

 7月4日 (曇) A-III区面精査。 SK-4

 掘 セ) 下げ。 土層断面図写真撮影。

 7月5日 (曇) A-III区面精査。 15-41～

 43G土層断面図作成。 SK1～6掘り下 げ。

 7月8日 (曇) SK1～3土層断面図作成。

 SK1～5写真撮影。 A一皿区面精査。

 7月9日 (曇) SP7～13プラン確認及び

 掘 ヒ) 下げ。 SX17プラン確認。

 7月10日 (晴) A-II区面精査。 SK14・

 15・19検出。 掘 章) 下げ。 SX16掘り下げ。

 7月11日 (雨) A-II区遺構平面図作成。

 遺物の記録。 SX17掘り下げ。

 7月12日 (雨) A-II区遺構平面図作成。

 7月14日 (小雨) A- II区遺構平面図作成。

 SX17掘 ヒ) 下げ及び写真撮影。 SX16平面

 図作成。 遺物を取 1) 上げる。

 7月15日 (雨) SX17の土層断面図を作成

 す る。

 7月16日 (雨) SX17の土層断面図を作成

 し、 午後1時30分より現地説明会を行なう。

 7月17日 (曇) SX17の完掘。 A-II・III

 区写真撮影。 5～10-46Gの土層断面図作

 成。 機材撤収。 本日をもって調査終了。



 II 遺跡の立地と環境

 1 毒沢遺跡の立地

 山形県南部に最奥の源泉をもつ最上川は、 県内を北流し、 やがて尾花沢市と大石田町付

 近で流路を西に向けるが、 この流路をかえるあた 学) は、 最上川の蛇行が最も激しいところ

 で、 まさに蛇のう ねりに似つかわしい流れを呈している。 河川に沿い段丘の発達が著しく、

 安定した段 丘には集落が発達 している (第1図 )。

 毒 沢遺跡はその一角 に占居 している。 最上川 によって形成さ れた左岸段丘上に 立地 し、

 標高は約60mを測る。 毒沢部落の中心地から北西方向に1kmほ どいったところにあたる。

 遺跡の全体的な地形は、 北東方向に緩やかに傾斜している。 A地区の精査区域が微高地に

 なっており、 一本松遺跡へ向かって行く農道に沿って左側が最も低くなっている。 B地区

 では、 トレンチに沿ったかたちで微高地が発達 し、 北西方向に緩やかな勾配がみられる。

 調査の結果、 A地区の畑地と、 土塁の ごとく 築かれた水路の北側のほぼ全体に わたって、

 土盛り及 び地均しがさ れていることが明 らかになった (第3図 )。

 2 周辺の遺跡

 調査が始まってから4日目の5月15日、 生憎雨 ではあったが1時間ほ どの機会を設け、

 毒沢遺跡周辺の遺跡の分布調査を実施した。 毒沢遺跡の理解や位置づけを深める意味で、

 新たに発見さ れた下原遺跡・一本松遺跡・鳥捕場遺跡・上の台遺跡の概要に触れる。

しもはら

 下原遺跡 (第1図2)

 毒沢遺跡の北東方向約200mほ どいった所にある。標高は約55mを測る。 時代は縄文時代

 晩期と考えられる。 国分芳房さんの話によれば、 多数の石鎌や壺形の土器が採集できた時

 期があったそうである。 現在、 遺跡は宅地及び水田になってお 彰)、 壊滅に近い状況にある

 と思われる。
いっ ぼんまつ

 一本松遺跡 (第1図3)

 毒沢遺跡の北西方向約300mほ どいった 所にあ り、 段丘の突端周辺に立地して いる。標高
ふくろ

 は約60mを測る。 本遺跡の命名については、 本来この周辺は袋と呼ばれている が、 特に遺

 跡の 立地するあたりは通称一本松と呼ぶことが 多いことか ら、 この名 称をもって遺跡名 と

 した。

 採集された遺物は土器 (第4図1～3) と磨製石斧 (第7図10) がある。 第4図1は胎

 一6一



 土に 植物繊維を含み、 文様は組紐の一種かと思われる。 拓影 では 上端に沈線がみられる。

 縄文時代前期のものであろう。 第4図3は、 鉢型土器の口縁部破片で羊歯状文がみられる。

 以上の特徴から縄文時代晩期大洞BC 式に 比定されよう。 石器では磨製石斧の他に剥片も

 採 集している。

 現在、 ほとん どが水田、 畑地になっているが、 一部荒地、 杉林で覆われている。
とつとり ば

 鳥捕場遺跡 (第1図4)

 毒 沢遺跡の西方向約 200mの 所に 位置する。標高は約70mを測る。 一段高い舌状に 発達 し

 した段丘に立地し、 見晴しのきく ところであ る。 縄文時代の遺物を採集している (第4図

 4 )。 現在、 遺跡のほとん どが水田にな })、 一部雑木林となって残っているにす ぎない。
うえ だい

 上の台遺跡 (第1図5)

 毒沢遺跡の南東方向約1kmの所に位置し、 毒沢村落の南端にあたる。 標高は約55mを測

 る。 毒沢村落の大部は自然堤防上に 発達し、 当遺跡もこの上に立地している。 遺跡の規模

 は南北に約150m、東西約80mの範囲 で認められていたが、 近年の開発で遺跡のほぼ南半分

 は壊滅し、 宅地と畑地の部分が、 辛う じて破壊を免れている。

 採集した遺物は、 縄文時代のものと平安時代のものとがみられる (第4図～第7図 )。 縄

 文時代の資料が多数を占め、 平安時代のものが僅かにみられる。

 縄文時代の土器は後期前葉のものと考えられる。 第4図9～11は同一個体である。 この

 土器に 認められる施文方法は、 沈線で区画 した後に 縄文が施文されている。 このような手

 法は、 第4図7・8、 第5図14の破片にも認められる。

 石器類では、 打製石器である箆状石器 (第6図1・2)、スクレイ パー (第6図3・4)

 二次加 工のある石器 (第6図5～7) や、 磨製石斧 (第7図8)、凹石 (第7図9・12)、敲

 石 (第7図11・12)、石皿 (第7図13) 等が採集できた。

 平安時代のものでは、 土師器と須恵器を採集 している。 土師器は甕形土器の口縁部破片

 と考えられるもので、 須恵器は杯 (第7図20) と壼 (第7図21) と考えられるものであ る。

 圷は底部に、 回転糸切りの痕跡が明確にみられる。 壷は表面に叩き目がみられ、 淡緑色

 の袖 でうっすらとつつまれている。
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 Ⅲ調査の概要

 1 遺跡の層序

 毒沢遺跡は、 最上川 によって形成さ れた河岸段 丘上左岸に立地している。 A地区は南北

 に微高地の発達があり北東方向に緩やかに傾斜し、 B地区は東西に微高地が発達し、 北西

 方向に緩やかに傾斜する。 両地区の間に僅かに低地がみられる。 遺跡の北側には、 東西に

 走る 谷があ るな ど、 最上川 にもたらされた地形が充分に 考えられる。

 遺跡の基本的な層序は、 A地区15-41～43西壁及び5～10-46G南壁土層断面図 (第8

 図) で示すように、 6層に 分けられる。

 第Ⅰ層 褐色土層:いわゆる表土層で、 有機物を多量に含み粘性・しまりに乏しく パサ

 パサする。 厚さ20～30cmを測る。

 第II層 黒褐色土層:細かいカーボンを含み、 水分を吸う とヌルヌ ルす る。 粘性が強く、

 しまり が強い。 厚さ10～20cm。

 第Ⅲ層 茶褐色土層:細かい砂粒を含むが粘性に富みしまりが強い。 全体的に赤味がか

 った色調である。 微細なカー ボンを含む。 厚さ 10～ 20cm。

 第Ⅳ層 暗黒褐色土層:第皿層と内容物は類似するが、 小さなパミスが点在する。 粘性

 が乏しく、 しまりは弱い。 遺物を包含する。 厚さ10～20cm。

 第V層 暗黄褐色土層:砂粒を割と含み、 カーボンやパミスカ漁在する。 砂質性に富み

 しまりが弱い。 遺物を含む。 厚さ10～15cm。

 第VI層 黄褐色土層:粘土質でしまりが強い。 この土層の上部に、 部分的にではあるが

 砂質性に富む土質がみ られる。

 以上が基本的な層序となる。 A地区の微高地全体に整地跡がみられ第 II・皿層が削片さ

 れいることがわかった。 遺物は第皿・ IV ・V層に含まれる。

 B地区については、 第8図の54-3G東壁土層断画図を参照していただきたい。 第1層

 の茶褐色土層は、 客土 で耕作 土用の土壌と考えられ、 本来は第 II 層以下が自然堆積土にな

 る。 また地点により、 第 II 層の暗褐色土の下に、 第皿層として真砂を主体とする層が認め

 られる 所がある。 真砂層の上部には、 大小様々 のパ ミスを含む場合が多く、 パミス層とし

 て 認知 でき る層は存在しない。 B地区の遺物包含層は認め難いと言へる。

 これらのことから、 毒沢遺跡を初め周辺の遺跡な ども、 大なり小なり、 最上川 氾濫の影

 響があ つたものと思われる。
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 2 遺構の分布 (第9図)

 遺構が確認されたのはA地区で、 B地区は前項で述べた事柄や、 抜根による撹乱・破壊

 も手伝って検出できなかった。

 AI区においては、 全く遺物・遺構はみられない。 遺物・遺構は主にA II ・皿区にみら

 れる。 検出さ れた遺構は、 土墳9基・ピット6基・長方形の竪穴遺構1基・不明の遺構1

 基 であ る。

 土墳はA II 区の微高 地北東斜画にみられる。 抜根のために完壁に破壊されたものも充分

 にありうる。 明確に検出できたのは9基であ る。 SK1 ～SK5 の集中するあたりが最も

 高く、 プランが確認でき たのは、 第 IV 層下部ないしは第 V層上面に おいてであ る。

 ピッ ト群もA II 区で検出された。 配列 を呈しそうな趣きをもつ。 プラ ン確認面は第 1V層

 中 で第V・ VI 層を掘り込む。 覆土に特色があり共通点がみいだせる。

 長方形の竪穴遺構1期は、 A皿区で検出さ れた。 微高地か ら続く 緩斜面に検出された。

 プラ ン確認面は第 】V 層上部 であ る。 第V・ VI 層を深く掘り込ん でいる。

 その他ひょうたん形の性格不 明の遺構1基を検出する。 プラ ン確認は第 lV 層上面 で行な

 い、 長方形の竪穴遺構に近接して発見された。

 3 遺物の出土状況 (第9図)

 当遺跡において出土した遺物は僅かにす ぎない。 そのほとん どがA II 区に集中しており、

 B地区では、 表面採集の資料や攪乱層 等か ら出土 したものを得たにす ぎない。

 A区の杉は第V層深くまで、 しっかりと根をおろ しているものが多く、 抜根の際遺物の

 の在り方に大き な影響を与えたことは充分に考慮にいれなければならないが、 遺物の広が

 りと、 遺構との関係 を知るためにも出土地点を記録している。

 SK1～5が検出された近辺に、 遺物の集中が割とみられる。 土器はいわゆるすべてが

 繊維土器で、 土墳内の覆土中にも含まれていた。 石器では、 SK2の北側に石鎌が1点出

 土しており、 他に剥片・砕片がみられる。 土墳近辺の遺物が包含される層は、 第 IV層下部

 第V層 中にかけて である。 土器は 時期 的に は縄文 時代 前期のものと思われる。

 SK6付近にも遺物の分布 がみ られる。 この辺は攪乱が著 しいところであるが、 遺物は

 第 IV層 中に包含さ れており、 縄文時代後・晩期の土器片 が散見でき る。

 SX16の北面側 の抜根の際、 表裏縄文 が採集さ れたが、 この種の土器はSX17付近にも

 みられた。 ある狭い範囲に埋没 していたのではないかと思われる。 第III 層下部か ら第 IV層

 中に 包含さ れており、 磨滅が著 しい。
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 lV 遺構と遺物

 1 遺構

 検出された遺構は、 土墳9基、 ピット6基、 長方形の竪穴遺構1基、 ひよたん形遺構1

 基である。 順に説明してゆく。

 〈土 壙〉

 1号土壙 (SK1) (第10図)

 A II 区中央の9-39・40G で検出さ れた土墳であ る。 プラ ンは第V層上面 で確 認する。

 長径160cm、 短径110cm を測り、 楕円形を呈する。 第VI層の 上面ま で掘り込みがみ られる。

 庭面はほぼ平担 である。 覆土は4層に分けられ、 第1層から繊維土器が1片出土している。

 土器片の文様か らみて、 縄文前期前葉に属すると思われる。

 2号土壙 (SK2) (第10図)

 A II 区中央の9・10-39Gで検出さ れた土墳 であ る。 1号土墳の北側に近接している。

 プランは第V層上面 で確認する。 長径 200cm、 短径90cmを測り、 長楕円形を呈す る。 第VI

 層まで掘り込まれ、 底面は中央部に平担な面があ り、 その両側に落ち込みがみられる。 平

 担な底 面か ら砕 片 が1 点出 土している。

 3号土壙 (SK3) (第10図)

 AII 区中央の 9・10-40・41Gで検出された土墳 であ る。 2号土墳の東側にあたる。 長

 径 180cm、 短径 110cmを測り、 楕円形を呈する。 底面はほぼ平担であるが、 西側隅に杉の

 根による撹乱がみられ荒れている。 覆土は3層に分けられる。 遺物の出土はみられない。

 4号土壙 (SK4) (第10図)

 AII 区中央の8・9-41Gで検出された土墳である。 長径 180cm、 短径80cmを測り、 東

 側が内側にはいり込み、 歪んだ楕円形を呈す る。 土墳南端に ピッ ト状の落ち込みがみられ

 る。 底面は全体的に凹凸が目立つ。 砕片が1片底面より出土する。

 5号土壙 (SK5) (第10図)

 AII 区中央の8-40Gで検出された土墳であ る。 長径 180cm、 短径 120cmを測り楕円形

 を呈する。 底面は凹凸があ り、 2ヶ所に ピッ ト状の落ち込み がみられる。 覆土は3層に分

 けられる。 遺物は底面から繊維土器3片と剥片が1点出土する。

 6号土壙 (SK6) (第11図)

 AII 区北西隅近く、 7～9-36Gで検出された土墳であ る。 長径 320cm、 短径 140cmを

 測り、 検出した土墳中もっとも大きい。 長楕円形を呈し、 西側の立ち上がり直下に径50cm、
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 深さ 20cmほ どの ピッ ト状 の落ち込みがみられる。

 覆土は3層に分けられるが、 ほほ中央が抜根によって撹乱されている。 遺物は出土して

 いない。

 14号土壙 (SK14) (第11図)

 A II 区南よりの11-42G で検出された土墳 である。 プランは第V層上部 で確認す る。 長

 径 160cm、 短径90cmを測り楕円形を呈する。 底面はほぼ平担で覆土中から砕片1点が出土

 する。

 15号土壙 (SK15) (第11図)

 A II 区南よりの11-43Gで検出された土墳であ る。 14号土墳の南東側にあたる。 抜根に

 よって東側 が破壊されている。 長径 120cm以上、 短径80cmを測り、 楕円形を呈すると考え

 られる。 第 VI層ま で掘り込まれ、 底面は平担である。

 19号土壙 (SK19) (第11図)

 A II 区西側7-41Gで検出された土墳 であ る。 抜根によって南側 が破壊されている。 長

 径170cm以上、 短径100cm前後を測り、 楕円形を呈する。

 SX16 (第12図)

 A皿区北東側 15・16-45～47G で検出した遺構 である。 第 IV 層上面において第IH層と酷

 似した茶褐色土が、 ひょうたん形のプランを呈して表出したものである。 長軸370cm、 cd

 径70cm、 ef 径170cm、 くびれ部50cmを測る。 底面はほぼ平担で固くしまっている。 覆土は

 3層に分けられ、 第1層から土器片が3片出土し、 第3層から砕片1点出土している。 土

 器片 の文 様か ら判 断ず ると縄文時代後期 前葉のものと考えられる。

 〈ピッ ト〉

 7号ピット (SP7) (第12図)

 A II 区北側 10-35・36G で検出された。 第 lV 層中でプランを確認す る。 径70cm、 深さ20

 cmを測る。 覆土は固くしまっている。 底面は平担で固い。

 8号ピット (SP8) (第12図)

 A II 区北側9-36Gで検出す る。 第 IV層中でプランを確認する。 径80～90cm、 深さは20

 cmか ら40cmを測る。 底面は固く しまっている。 覆土は3層に分けられる。

 10号ピット (SP10) (第12図)

 A II 区12・13-41Gで検出す る。 第Ⅳ層下部でプランを確認する。 径90cm、 深さ20cmを

 測る。 底面は平担で固い。 覆土は4層に分けられ、 全般的に固くしまった土質である。

 11号ピット (SP11) (第12図)
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 A II 区13・14-41Gで検出する。 第 lV層下部でプランを確認す る。 径80cm、 深さ20cmを

 測る。 底面は平担で固くしまっている。 覆土は全般的に固く しまっている。

 12号ピット (SP12) (第12図)

 A II 区11-40Gで検出する。 第 】V層中でブランを確認する。 径60cm、 深さ 20cm を測る。

 底面は平担で固くしまっている。 覆土は4層に分けられ固くしまっている。 微細なカーボ

 ンを含む層が 多い。

 13号ピット (SP13) (第12図)

 A II 区10・11-38Gで検出する。 第 IV層中でプランを確認す る。 径40cm、 深さ 20cm を測

 る。 底面は平担で固い。 覆土は極めて固くしまっている。

 〈長方形の竪穴遺構〉 (SX17) (第13図)

 A III 区の16～ 18-44～47Gで検出された遺構であ る。 第 IV 層上面においてプランを確認

 する。 その際遺構の南半分は第III 層に酷似した層相が、 北半分は濁黄褐色 を主体とする層

 相が平面的におさえることができた。 土墳群の検出された微高 地か ら続く 緩斜面に構築さ

 れており、 遺構の北側から南側方向にも緩い傾斜がみられる。

 長軸800cm、 短軸270cmを測る二段構築の竪穴遺構であ る。 内郭は長軸680cm、 短軸210cm

 を測る。 外郭は長方形に近い形を呈するが南辺が丸く なっている。 第 VI 層上面に底面をも

 ち、 北側に径30cm、 深さ34cmのピッ トを有する。 ピッ トの立ち上がりは、 底面とともに固

 く しまつ ている。

 内郭は第 VI 層を20～40cm掘つ 込み構築 しており、 形はほぼ長方形を呈す る。 長軸に沿っ

 て中央に 浅い溝がみられる。 この溝を挾ん で両側に柱穴と考えられる施設が検出された。

 1:径18cm、 深さ30cm 2:径20cm、 深さ24cm 3:径20cm、 深さ30cm 4:径30cm、 深

 さ27cm 5:径14cm、 深さ31cmを各々測る。 柱穴内の覆土はいずれも、 カーボンと黄褐色

 土が混在 した土壌 であ る。

 底面は 固く しまっており全面 的に 火熱をうけている。 特に 赤く 焼けた だれている のは、

 柱穴1と 2の間であ る。 第13図下段の模式図で示すように、 火熱した部分は壁にもみられ

 る。 更にこの上には厚さ1～2cmの薄く 細かいカ ーボン層が全面に広がる。 長軸に 沿う溝

 は確かに 火 熱し た痕 跡は 認められる が、 他所と 比べて顕著 では ない。

 覆土は30層に分けたが、 第20層か ら縄文式土器底部が1片出土しただけ である。 8枚の

 カーボン層 を確認しているが、 各々 層相が異なる。 覆土層全般にわたって少なか らずカー

 ボン を含ん でお り、 北側から順に 堆積 していったと考えられる。
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 2 出土遺物

 毒沢遺跡で出土した遺物は整理箱に して約1箱分であ る。 土器総数38片、 石器総数25点

 で遺物総数が100点に満たなく、 少量得られだにす ぎない。 これらの資料を順に 説明 してゆ

 く。

 〈土 器〉

 全部 で38片出土している が、 いずれも小破片 で復元できるものはない。 第1群がら第 III

 群に 分けて 説明 して行く。

 第1群土器 (第14図1～6・8・9)

 縄文時代前期の土器を一括した。 全部で14片出土し胎土に 多量の植物繊維を含むいわゆ

 る繊維土器であ る。 内外面ともに赤褐色を呈するものが多く、 裏面に 脱繊維痕が顕著にみ

 られ、 横走するのがほとんどである。 整形・胎土と良い土器である。 器壁の厚さ6mm前後

 を測る。 磨滅が進んだ破片が多い。

 1号土墳から2片 (3 ・5)、5号土壌の覆土第2層中から5片 (4 ・6・ 9) がそれぞ

 れ出土した・ 施文原体は R{毛1の多条を使用し施文している (3 ・4・8) もの、(…・6) のR {と li の単節斜行縄文・(2・9) のし{畏 li の単節斜行縄文を施文したものがみられる・(5) はし{畏li の単節を縦・横に 回転させ羽状縄文を表現している・(6) も羽
 状を呈するがはっきりしないよう であ る。 全体的に右撚 ヒ) の原体を 多用 している。

 第 II 群土器 (第14図7・第15図1～11)

 縄文時代後期の土器を一括した。 更に2類に分類 して説明 して行く。

 第1類 (第14図7) 撚条文が施文された破片で1点だけ確認した。 磨滅が著しく、 胎

 土に白砂や石英砂を多く 含む。 整形・焼成は良い方であ る。 色調は暗黄褐色を呈し、 厚さ

 6mmを測る。 右撚 }) の撚条文が施文されている。

 第2類 (第15図1～11) 内外面に縄文が施文された土器を一括した。 全部で13片出土

 したが、 これらはすべて同一個体に属する。 その内訳は口縁部片1、 胴部片10、 底辺部1

 底部1片である。 辛うじて器形を知ることができる。

 胎土に白砂と石英砂を多く 含み第1類の土器と酷似する。 整形・焼成は良好である。 色

 調は内面が灰褐色を呈するものが多く、 外面は黄褐色を呈するものが多い。 器壁の厚さは

 1cm前後を測る。 いずれの破片も全体的に磨滅が著 しい。 この種の土器はSX16・17の覆

 土や、 16-45G第 III 層下部か ら第 lV 層上部にかけて 多く 出土する。

 器形は平縁口縁で幾分内湾し、 胴部にやや張 レ) をもち底部に達する平底の深鉢形土器と
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 考えられる。 底径は推定復元すると約6.5cmと思われ、底面に木葉痕がみられる。 文様は内

 外面とも縄文が施文さ れているが、 内外面の底辺鄙にま で及ぶ。 外面は底辺部3 cm幅 で横

 方向に丁寧な整形が行なわれている。

 文様の施文原体は R雌 の単節斜行縄文であるが・ 左撚り・段の撚糸の太さがそれぞれ
 異なるものを撚っているために、 施文した時に撚り糸の太さ が互 い違いに表出し、 コント

 ラスがついたものと考えられる。

 第 III 群土器 (第 14図11～13)

 縄文時代晩期の土器を一括した。 いずれも小破片 で全部で5片出土した。 A II 区北側に

 分布 し第 】V 層中より出土する。 先述した土器群同様に磨滅が進ん でいる。

 11は8-35G出土で胎土が緻密で、 整形・焼成は良い。 色調は内外面とも淡赤褐色を呈

 し、 器壁厚5mmを測る。 壺形土器の口縁部付近の破片と考えられる。

 12は11-35G・13は11-36Gで同一個体と考えられる。 胎土に石英砂を多く 含むが、 整

 形焼成は良い。 器壁厚5mmを測り、 色調は赤褐色を呈する。

 以上簡単に述べて来たが、 土器片は磨滅が進み遺存の仕方に若干の疑問が生じる。 これ

 については後述する。





 〈石 器〉

 毒沢遺跡で出土した石器類は石鎌2点、 箆状石器1点、 削器1点、 二次加工のある石器

 3点、 礫器1点、 凹石2点、 磨石1点、 剥・砕片類15点、 総数26点であ る。 以下順に説明

 して 行く。

 石鎌 (第16図1～2)

 無茎 (1) と有茎 (2) の2種に分類でき る。 1はA II 区10-39Gの第 V層 中から出土

 したもの であ る。 基部が平担で二 等三角 形を呈した無茎の鎌であ る。 両面に入念な加工が

 施され、 長さ3. 2cm、 幅1cm、 厚さ0.4cmを測る。 石材は硅質頁岩である。

 2はB 区55-10Gの攪乱層か ら出土したものである。 中央より下部にふく らみをもち、

 茎をもつ有茎の鎌である。 1同様入念な加工が施されている。 長さ3.7cm、 最大幅1.5cm厚

 さ0.5cm を測る。 石材は流紋岩である。 1は 縄文時代前期頃、 2は縄文時代後期以降に 多く

 みられる 形態である。

 箆状石器 (第16図3・3 a)

 A II 区17-45Gの第W層 中か ら出土したもの で、 これ1点のみ である。 刃部が広がる 揆

 形を呈 した箆状石器であ る。 両側に調 整剥離が施され、 刃部加 工は最終段階で行なわれて

 いる。 横断面は紡錘形を呈する。 背面の一部に自然面を残している。 長さ5.5cm、 刃部幅

 4. Ocm、 厚 さ1. 8cm を測る。 石材は 硬質頁岩 であ る。

 3a は同石器の肉眼観察を行ない、 摩滅の著しい部部を示 したものである。 主要剥離面側

 は差程顕著 では ないが、 背面の刃 部に は刃部に対 して垂直な磨 滅痕 がはっきりと認め られ

 る。

 削器 (第16図4)

 石 小刀な どの定形石 器の欠損した例 とも考えられる が、 一応この器種と して扱っ た。 片

 面加工で、 細か い加工がみ られる。 石材は硅質頁岩である。

 二次加工のある石器 (第16図5 ～7・9)

  適当な剥片に 極部的な加工を施す例が多く みられる。 矢印 で示した範囲に細か い加工がみられる。 5は8-42G第V層中から出土する。 背面に自然面を残し主要剥離面側から加
 工が施されている。 石材は頁岩である。

 6は9-39G第V層中から出土する。 主要剥離面側に細か い加工が施されている。 石材

 は硅質頁岩 であ る。

 7はSK14の覆土第1層下部から出土する。 背面を加工した後に主要剥 離面に も加工が

 施さ れて いる。 石材は頁岩であ る。
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 9はSK1の覆土第2層中より出土す る。 打面調整の際剥 ぎとられた剥片を利用したも

 のと考えられ、 主要剥離面に加工が施されている。 石材は硅質頁岩である。

 礫器 (第16図14)

 16-40G第 IV 層中より出土す る。 厚身のある円礫の一端 を加工したもので、 刃先が一部

 潰れている。 長さ9.5cm、 最大幅6.8cm、 厚さ6.2cmを測る。

 この他、 打製石器では剥片・砕片が出土するが、 ほとん どの石材が頁岩類 で石英質のも

 のが1 点みられる。

 凹石 (第17図15・17)

 2点出土する が相方とも凹が目立たない。 15はB区54-1G第 II 層から出土し、 17は16

 40G第W層中から出土したものである。 15は両平担面に浅いく ぼみ を有する。 一方17は片

 面にのみ浅いく ぼみがみられる。

 磨石 (第17 図16)

 棒状の礫の一縁辺 に幅1cm 前後 の磨 滅痕を有する もの であ る。 磨滅痕はほ ぼ平担 であ る

 が縦断 面は緩やか な弧を描く。
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 V総括

 毒沢地区の団体営圃場整備事業に伴い、 破壊さ れる恐れのある毒沢遺跡について事前の

 発掘調査を実施した。 調査期間は昭和55年5月12日～5月21日と、 昭和55年6月16日～7

 月 17日ま での 2期間に調整して行なった。 34日間の日程であった。

 調査が進む中で遺跡の状況が次第に明らかになり、 A地の畑地が盛土であること、 土塁

 の ごとく走る水路の両側、 そ して 水路の北側 全体も盛土 であること、 B地区が地均し及び

 客土であることがわかった。 人為的な地形変化がみられ、 遺構・遺物はほとん ど発見され

 なかった。

 遺構・遺物が発見されたのはA II ・III 区において であ る。 遺構は土墳9基、 ピッ ト6基

 長方形の竪穴遺構1基、 ひょうたん形遺構1基が検出された。 遺物は土器と石器を合わせ

 て約1箱分で極めて少なかった。 それでも、 遠い祖先の生活の営みの片鱗をみることがで

 きたよう である。 以下、 毒沢遺跡の成果、 及び問題点の大要に触れ総括としたい。

 1 遺構について

 A II 区 で検出された土墳は、楕円形を呈するものが 多く 長軸200cm前後、短軸100cm前後を

 測るものが多く、 SK6のように大きいものもみられる。 深さは35cm前後で、 9基ともほ

 ぼ共通している。 土壙プランの検出面は第V層上面において である。 覆土は自然堆積と考

 えられ、 層相は酷似する。 これらのことを考えあわせると、 ほぼ同一時期の土墳群と考え

 られる 力性格は不明 であ る。

 時期については、 SK5底面出土の繊維土器が知る手掛 }) になろう。 土器片は縄文時代

 前期前葉頃の所産と考えられ、 土墳もほぼ同時期のものと考えられる。

 ピット群は、 大きさにおいてまちまちであるが、 その覆土においては特色のある共通点

 がみい だせる。 覆土各層とも固く、 突き固めた様子がみられる。

 プランの確認面は第 lV層中においてであ る。 ピッ ト群の分布は配列をみせるよう だが、

 整ったものではなく、 ピッ ト間の間尺に一定の規則はみられない。 時期はSPIOの覆土か

 ら陶磁器の破片が出土してお })、 現代のものと思われる。 ピットの時期もだいたい現代の

 ものと 考えられる。

 SX 16はひょうたん形を呈 した遺構 であるが、 遺構の確認面 が第 lV 層上面から中ばに お

 いてである。 覆土の第1層としたものは、 第III層とほとん ど層相に違いがみられず、 同一

 のものと考えた方がよさそう である。 この層から縄文時代後期の土器が出土している。 惟
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 格は不明 である。

 長方形の竪穴遺構は第 lV 層上面 でプランを確認した。 覆土第20層から出土した縄文土器

 片は、 摩滅が著しく 流れによる搬入と思われる。 時期 を知る手掛 ぴ) は得られなかったが、

 遺構の構築面か らみれば古い時代のものとは思われな い。

 遺構の特長をまとめると次のようにな 1)、 その性格を追求してみたい。

 ① 土墳群が検出された微高地から続く緩斜面に構築され、 遺構の長軸は緩斜面に直交

 する が、 長軸北側 が高く南側に傾斜する。

 ② 内郭部と外郭部とに大きく分けられ、 相方とも長方形を呈する。 内郭部長軸中央に

 浅い溝が走り、 5個の柱穴がみられる。 底面全体が火熱を受けてお 1) 部分的に立ち上

 が 膨) にもみられる。 底面直上には薄いカーボン層が堆積する。 外郭部では長軸北側に

 ピッ ト状の遺構がみ られる。

 ③ 覆土は30層に分けたが、 覆土全般にわたって少なからずカーボンを含み、 カーボン

 を主体とする層は8枚観察することができた。 また、 覆土に径3cmほ どの木炭がしば

 しば目についた。

 このような事柄から、 炭焼がまの一種と考えられる。 炭焼がまは大きく 白炭がまと黒炭

 がま との二つに 分けられる。 二つ のかまとも炭がま を築く のが普通 で良 質の炭が製造 でき

 る。 本遺跡で検出された炭がまは、 しっかりした構造をもつかまでは なく、 容易に築ける

 伏焼法の一種 で抗内製炭法と称される ものと考えられる。 この方法はたき口のいらない簡

 単なもので、 地面に適当な穴を掘 ひ) その中で炭材を燃や し、 頃を見計らい土をかけ蒸しや

 きにして炭をつくるや む) 方である (注1 )。 これでも割と良質の炭がつくれる。

 このような方法は、 自元の農家や尾花沢市周辺 でつかわれた時期があったという。

 さてここで問題となるのは、 便宜的に外郭部・内郭部と称した二段構築の点や、 柱穴群

 及び浅い溝などが、 どのような意味をもっているのだろうか。 各構造の意味とともに、 遺

 構の再検当をも合わせて今後の課題と したい。

 2 遺物について

 第1群土器は胎土に繊維を含むことや、 斜行縄文・羽状縄文が施文されていることから、

 縄文時代前期前葉の土器群と考えられる。

 第 II 群土器は表と裏に縄文が施文さ れた縄文・縄文土器である。 縄文・縄文土器群と言

 へば東海地方の椛ノ湖 II 式、 東北地方の縄文時代早期 末葉にみられる 上川名1式・梨木畑

 式 (東北南半)、赤御堂式 (東北北半) 等が知られている。 これらは各々土器群としてとら

 えられる。 県内に早期 末葉の縄文・縄文土器群の類例をさがせ ば、 尾花沢市森岡北遺跡・

 村山市ミカノ 瀬遺跡・遊佐町金俣B遺跡等があ げられる。
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 最近、 縄文時代後期前半の資料の中に も、 縄文・縄文土器の存在する例 が知られるよう

 になった。 その好例として尾花沢市横内遺跡出土の土器群がある。 内外面に縄文が施文さ

 れ底辺部にまで及 ぶ土器も散見でき る。 これらは厚手 でいわゆる粗製土器の範疇にはいる

 ものと思われる( 注2 )。

 毒沢遺跡出土の土器は、 単純な深鉢形を呈し底部に木葉痕 がみられる点や、 胎土に荒い

 大粒の砂を含む点な ど、 横内遺跡出土の土器に類似している。 本遺跡からはこのような縄

 文・縄文土器以 外、 型式を具体的に示す資料が出土しておらず、 明確な所属時期は打ち出

 せない。 横内遺跡の縄文時代後期前半の時期に比定 できる可能性 があることを示すに留め、

 今後の資料増加 を期 待したい。

 注1) 岸本定吉・杉浦銀治共著 「日曜炭やき師入門」 総合科学出版 1980

 注2) 県立博物館の保角里志氏の御好意により、 横内遺跡の資料を実見させていただいた。
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